
令和２年度  上戸祭小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

基本目標：心身ともに健康で日本及び国際社会に貢献できる人間の基礎的な資質を養う。 

＝ 心身ともに健康でたくましく，創造力と実践力に満ちた，心豊かな児童の育成 ＝ 

―自分や他人を大切にする子ども・進んで学ぶ子ども・たくましく生きる子ども― 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

＝ 合言葉： 「学ぼう 遊ぼう 友だちと」 ＝ 

人間尊重の精神を基盤としたあらゆる教育活動を通して，学校教育目標に掲げた児童の育成を図る。 

そして，児童が，社会の中で自分の能力を発揮し自己実現できるようになるために，「できなかったことが 

できる，分からなかったことが分かる」ように，児童と教師と学校の power up を図る。 

《目指す学校像》 楽しく学べる学校  安全で潤いのある学校  地域とともに歩む学校 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１） 児童の power up のために，個に応じた指導を充実させ，保護者と連携して家庭学習の習慣化を図る 

とともに，社会性の育成を推進する。 

（２）児童の power up を支える教師の power up のために，校内研修を計画的・継続的に実施し，授業力 

の向上を図る。 

（３）教師の power up を支える学校の power up のために，地域や保護者への情報提供と地域の教育力を 

生かした取組の推進と働き方改革の推進を図る。 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

・ 本校の教育目標の実現のために，各教科等及び学年間の連携を図り，系統的・発展的な指導
を行うとともに，地域や学校の実態，児童の発達段階や特性を考慮し，特色ある教育課程を 
編成する。 

・ 学校評価の反省を生かし，本年度の経営方針を踏まえ，知・徳・体のバランスのとれた「生 
きる力」の育成を目指した教育活動の展開を図る。 

・「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて工夫改善を図る。 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営 

  ・未来を見つめ，夢と希望に満ちた学校づくり 

（２） 学習指導 

・自分の考えや思いを豊かに表現しながら学びを広げるために，互いの意見を伝えあい，学び合うことの

できる児童の育成。 

○未来を見つめ学び続ける児童の育成 

・「かみと学習マニュフェスト」による学力向上（めあての提示，学び合う活動の確保，振り返りの時間 

の設定 等） 

（３）児童指導 

〇あいさつと言葉遣いを重点とした，望ましい生活習慣と正しい判断力の育成 

○互いのよさを認め合い，自己有用感を高め，他人を思いやることのできる児童の育成 

（４）健康（体力・保健・食・安全） 

○自らのめあてを明確にし，進んで体力向上に取り組む児童の育成 

・児童の健康な生活習慣の定着 

（５） 教職員の働き方改革 

・教科担任制の推進と校内業務の効率化の推進 

 

 

 

 

別紙２ 

○[星が丘地域学校園教育ビジョン]   未来を見つめ，学び続ける力の育成 

～星が丘地域学校園の学校文化を築くことを通して～ 

―１― 



６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組に関わる内容は文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
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Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，授業中，話をし

っかりと聞いたり発表し

たりするなど，進んで学習

に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児童 85％以上 

①自分の考えや思いを図や言葉で表現

したり，話し合ったりするなど，豊か

に表現して学び合う児童を育成する。 

②発達の段階に応じて，「発表の仕方」や

「話の聞き方」のルールを示し，互い

の意見を伝え合い，児童同士で考えを

深めていけるような場の設定を行い

生活の場と教室をつなぐ活用型の課

題を提示して意欲を高め，学びを深め

る授業を行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ９１．５％ 

・今年度は，グループでの話合いはできなか

ったが，ノートやプリントを見せ合うこと

で，学び合いを行うことができた。 

【次年度の方針】 

・「発表の仕方」「話の聞き方」の掲示物を活

用することで，相手に分かりやすく伝えた

り，自分の考えと比較して意見を述べたり

できるよう，イメージや考えを伝える力の

育成に継続して取り組む。 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても，

思いやりの心をもって優

しく接している。」 

における肯定的回答 

⇒児童・教職員 85％以上 

①道徳科の授業の実施し，生命や人権を

尊重する心や，人を思いやる心などを

涵養する。 

②人権教育年間指導計画に基づき，全教

育活動を通して人権教育を実施する。 

③相手の立場を考えて思いやる心を育

めるよう児童会活動や縦割り班活動

を計画的に実施する。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ９０．８％ 

教職員の肯定的回答    １００％ 

・児童・教職員の肯定的回答がともに８５％

を上回った。 

【次年度の方針】 

・次年度も引き続き，授業や活動，日々の生

活の中で人を思いやる心を育てるような指

導・支援を行っていく。 

Ａ3 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナー

を守って生活している。」 

における肯定的回答 

⇒教職員・保護者 85％以上 

①「かみとよい子のやくそく」に基づく

全校共通理解のもとで，基本的生活習

慣と正しい判断力の育成に努める。 

②きまりやマナーを守って行動してい

ることを児童が相互に認めあう場や

教師が称賛する機会を数多く設け，意

識付けしながら実践意欲を高める。 

  

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答   ８２．１％ 

保護者の肯定的回答   ９２．３％ 

・肯定的回答が教職員・保護者ともに達成９

５％を下回った。 

【次年度の方針】 

・次年度は評価の達成目標を８５％に設定

する。 

・毎月の生活目標の中に重点としてきまり

やマナーについての目標を掲げ，児童の意

識化を図る。 

Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じた

あいさつをしている。」 

における肯定的回答 

⇒児童・地域住民 85％以上  

①年間を通して地域や地域学校園と連

携して児童が中心となって工夫した

あいさつ運動を展開するとともに，登

下校や上戸タイム，朝の会，帰りの会

など，さまざまな場で児童の規範意識

を高める指導を行う。 

②自ら進んで挨拶することや，時と場に

応じた言葉遣いについて地域や家庭

での指導を地域住民や保護者に働き

かける。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ９３．７％ 

地域住民の肯定的回答  ９０．９％ 

・あいさつについて児童の肯定的回答が高

いものの，日ごろの児童の様子を見ている

と個人差が大きく十分とは言い難い。来年

度も重点目標として指導・支援していく。 

【次年度の方針】 

取組の追加 

・日々の生活の中で教職員も進んであいさ

つを行い，児童のあいさつに対する意識を

高める。 
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Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児童・教職員 85％以上 

 

①児童の自己有用感を高められるよう，

児童相互に認め合う場を数多く設け

るとともに，担任が認め励ます指導に

努める。 

②各教科の授業や校内での各種検定等

において，児童が目標をもって取り組

む機会を設けるとともに，目標の達成

に向けて努力している児童を称賛す

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ８８．０％ 

教職員の肯定的回答    １００％ 

・児童・教職員の肯定的回答がともに８５％

を上回った。 

【次年度の方針】 

・次年度も引き続き，児童相互に認め合う場

を数多く設けるとともに，担任が認め励ま

す指導に努める。 

 

 

 

 

Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，健康や安全に気

を付けて生活している。」 

における肯定的回答 

⇒教職員・保護者 95％以上 

 

  

①児童が自分の健康に気を付けて生活 

できるよう，学級活動，体育，学校 

行事と関連を図った保健指導や日常 

の生活指導を行う。 

②学校給食と各教科等との関連を図っ 

た指導のもと，栄養のバランスのと 

れた食事や望ましい食習慣の形成を 

図るとともに，食前食後の手洗いを 

徹底し，感染症予防に努める。 

③交通安全指導や避難訓練を定期的 

に行い，自分の命は自分で守ろうと 

する意識が高められるよう，指導を 

工夫する。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答    １００％ 

保護者の肯定的回答   ９１．８％ 

・保護者においては３％下回ったが，９割以

上の保護者は肯定的回答をしていることが

分かった。 

・うがい，手洗いの徹底，マスクの着用など，

感染症予防の指導が定着し，感染予防効果

を高めた。 

・避難訓練や交通安全教室，集団下校時の一

斉指導等を通して，自分の命は自分で守る

という意識を高めることができた。 

【次年度の方針】 

・本年度同様，嫌いなものでも一口は食べ

る，配膳時に食べられる量をよそってもら

う等，継続的に給食指導を行っていく。 

・保健だよりに載せる情報を精選し，健康の

保持増進について啓発していく。 

・給食後の歯みがき指導については，感染症

予防に十分配慮しながら引き続き行ってい

く。 

・廊下や階段の歩行については，全職員で徹

底して指導する（見つけたら即指導する）。 

・自然災害から自分の命を自ら守るという

意識が高まるよう，避難方法の改善や道徳

教育等での指導を工夫していく。 

 

Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児童・保護者 80％以上 

①宮・未来キャリア教育年間指導計画に

基づき，児童が自らのよさを自覚して

夢や目標の実現に向けて取り組もう

とする意欲や，望ましい勤労観や職業

観を，全教育活動を通して，意図的・

計画的に指導する。 

②家庭や地域社会との連携による体験

的活動を実施し，児童が将来の夢や希

望を描いたり，実現に向けて努力した

りする態度を育成する。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ８８．０％ 

保護者の肯定的回答   ８０．２％ 

・児童・教職員の肯定的回答がともに８０％

を上回った。 

【次年度の方針】 

・次年度も児童が自らのよさを自覚して夢

や目標の実現に向けて取り組もうとする意

欲や，望ましい勤労観や職業観を，全教育活

動を通して，意図的・計画的に指導する。 

―３― 
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Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，英語を使ってコ

ミュニケーションしてい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児童 80％以上 

 

 

 

 

①外国語活動を通じて，言語や文化につ

いて体験的に理解を深め，積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態

度を育成する。 

②外国語活動に関する校内研修やＡＬ

Ｔと事前に綿密な打合せを重ねるな

ど，指導力の向上を図る。 
Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ９０．４％ 

・ＡＬＴと事前に綿密な打ち合わせを重ね

ることで，指導力の向上につながった。 

【次年度の方針】 

・英語ボランティアの方々の協力はいただ

けないため，ＡＬＴと協力しながらさらな

るコミュニケーション能力の向上を図る。 

 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮の良さを知

っている。」 

における肯定的回答 

⇒児童 80％以上 

①各教科の授業や家庭学習，食育や学校

図書館等において，学習内容に関連さ

せながら児童が身近な地域や宇都宮

市の良さに気付く指導に努める。 

②教師自身が宇都宮市の歴史，文化，伝

統産業，特産物等について理解を深め

られるよう努める。 
Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ７８．３％ 

・社会科や総合的な学習の時間において，身

近な地域や宇都宮市を調べることを通し

て，良さに気付くことができたが，資料を活

用することができなかった。 

【次年度の方針】 

・体験的な活動を取り入れて，宇都宮のよさ

を体感できる場を設ける。 

・宇都宮の資料を蓄積し，校内の一角に掲示

する。 

 

 

 

Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児童・教職員 80％以上 

①児童がコンピューターや情報通信ネ

ットワークなどの情報手段に親しみ，

適切に活用する能力を育成できるよ

う，授業において積極的にＩＣＴ機器

を活用する。 

②各学年のその時期の授業内容との関 

連に配慮した教育図書の整備充実等，

学校図書館の環境整備に努める。 

③図書だよりの発行を通して児童の読

書意欲を喚起する。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ８６．４％ 

教職員の肯定的回答   ９６．４％ 

・各教科や総合的な学習の時間の調べ学習

やまとめにコンピューターや情報通信ネッ

トワークを取り入れたことで，活用する力

が身に付いてきた。 

・司書教諭と連携し，各学年のその時期の授

業内容との関連に配慮した教育図書を充実

させたことで，学習効果が上がってきた。 

【次年度の方針】 

・各教科や総合的な学習の時間の調べ学習

やまとめにＩＣＴ機器の活用の充実を図っ

ていく。 

・司書教諭と連携し，各学年のその時期の授

業内容との関連に配慮した教育図書の充実

に引き続き努めていく。 
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Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。         

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても思

いやりの心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児童・教職員 85％以上 

①道徳科の授業において，生命や人権を

尊重する心や，他人を思いやる心など

を体験活動との関連を図りながら涵

養する。 

②お世話になっている方々に手紙を書

くなどの活動を通して，交通指導員さ

んや安全ボランティア，地域の方々へ

の感謝や思いやりの心を育む。 

 
Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ９０．８％ 

教職員の肯定的回答    １００％ 

・共に目標値を超えることができた。 

・地域の良さや先輩方の生き方など，生活・

総合的な学習の時間等で学ぶことを通し

て，感謝やいたわりの気持ちを育てること

ができた。 

【次年度の方針】 

・生活・総合的な学習の時間を中心に，地域

について学ぶ活動を増やしていく。 

・交通指導員さんや安全ボランティアなど，

学校のために活動してくれている方々への

感謝の気持ちを育めるよう，日常的に話題

にしたり，挨拶を奨励したりする。 

・道徳や学級活動等で，地域のために活動し

ている方々について考える時間を設けた

り，地域の良さや特徴について学ぶ機会を

設けたりして，自分の住む地域への愛着を

深められるようにしていく。 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，環境問題や防災

等の「持続可能な社会」に

ついて，関心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児童・教職員 85％以上  

①総合的な学習の時間における環境教

育や各教育等を通して，環境問題への

関心を高め，環境と調和しながら生き

る意識や態度を育成する。 

②人権教育年間指導計画に基づき，全教

育活動を通して人権教育を計画的に

実施する。【A２②再掲】 

③東日本大震災をはじめとした過去の 

災害の具体事例から学ぶ機会を設け， 

防災教育を充実する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ８７．１％ 

教職員の肯定的回答   ６４．３％ 

・教職員の肯定的回答が低い。 

【次年度の方針】 

・総合的な学習の時間における環境教育や

各教育等を通して，環境問題への関心を高

め，環境と調和しながら生きる意識や態度

を育成する。 

Ｂ１ 児童は，休み時間や

放課後などに進んで

運動している。 

における肯定的回答 

⇒児童・保護者 85％以上 

 

①「元気っ子健康体力チェック」の結果 

を踏まえ,体育の授業において,柔軟 

性，ソフトボール投げの能力を高める 

ための補強運動や，校庭や体育館の固 

定遊具施設を有効に活用するための 

補強運動を行う。 

②水泳がんばりカード・持久走がんばり 

カード，縄跳びカードを活用し，児童 

がめあてをもって運動に取り組める 

ようにする。 

③1輪車，竹馬といった遊具を整備する 

など，休み時間に進んで運動に取 

り組めるような機会を設定し，屋外遊

びを奨励する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ９７．４％ 

保護者の肯定的回答   ９６．８％ 

・共に目標値を大きく超えることができ

た。 

・水泳検定カード，持久走がんばりカー

ド，なわとびがんばりカード等を使用し，

意欲的に運動に取り組むことができた。 

・各クラスにサッカーボール，ドッジボー

ル，ドッジビー，長縄等を配付したので，

休み時間に多くの運動を行うことができ

た。 

【次年度の方針】 

・本年度同様，昼休みに委員会の児童が各教

室をまわって換気と外遊びを呼びかけた

り，昼休み始まりの放送を入れたりする取

組を，可能な範囲で実施し，健康な児童は全

員外で活動する雰囲気を定着させる。 

・引き続き各種検定カード・がんばりカード

等を使用し，児童がめあてをもって意欲的

に運動に取り組めるよう指導していく。 

 

―５― 



Ｂ２ 児童は，自分のよい

ところに自信をもち，

自己有用感をもって

生活している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，自分のよさに自

信をもって生活してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児童・保護者 85％以上 

 

①児童についての情報交換や教育相談， 

いじめアンケート（年間４回実施）， 

Ｑ－Ｕ検査の結果の分析活用，携帯電 

話の所持調査などにより，児童一人一 

人に目を向けた指導に努める。 

②一人一人の児童が居がいをもって学

校生活を送ることができるよう，教員

が積極的に児童のよさを見つけ，ほめ

たり言葉かけを行ったりすることに

努めるとともに，悩みをもつ児童が教

師に気軽に話ができる体制づくりを

行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ８８．０％ 

保護者の肯定的回答   ８６．９％ 

・共に目標値を上回ることができた。 

・Q－U の結果等から，児童一人一人に適切

な指導を心がけることができた。 

【次年度の方針】 

・各委員会発表など，高学年に活躍の場を与

えることで，リーダーシップを養っていく。 

・ロング昼休み等の有効利用を通して,学級

や学年内で遊びやイベント等を計画するこ

とにより,同学年内においても交友関係が

広まるよう,工夫して取り組んでいく。 

・一人一人が活躍できる場を設定していく。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
目 
 
指 
 
す 
 
学 
 
校 
 
の 
 
姿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒ 教職員 85％以上 

 

①特別支援教育コーディネーターや児

童指導主任を中心に，全校で特別な支

援が必要な児童に関する共通理解を

図り，一人一人のニーズを踏まえた支

援を組織的に行う。 

 

②必要に応じて個別の支援計画を作成 

し，それに基づく合理的な配慮を伴う

指導に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答   ９６．４％ 

・教職員の肯定的回答が８５％を上回って

いる。 

【次年度の方針】 

・次年度も引き続き，特別な支援を要する児

童に対して組織的に適切な指導・支援を行

っていく。 

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導

してくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児童 90％・保護者 85％以上 

①学級活動，道徳科の授業を通して，人 

を思いやることや人権を尊重するこ

との大切さを指導するとともに，日常 

生活の中でいじめが許されない行為

であることを繰り返し指導する。 

②児童会主体の「いじめゼロ運動」の推

進に努める。 

③定期的なアンケートや教育相談等か

ら，児童を共感的に理解した上で，組

織的な対応によりいじめの早期発見・

早期解消を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ９６．９％ 

保護者の肯定的回答   ７８．５％ 

・保護者の肯定的回答が低く，学校の取組を

保護者に対して発信していく必要がある。 

【次年度の方針】 

・毎月の学年だよりに道徳や学級活動で学

習したことや，児童の様子などを掲載し情

報を発信していく。 

Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，一人一人を大

切にし，児童がともに認め

励まし合う機会をつくっ

てくれている。」 

における肯定的回答 

⇒児童 85％以上 

①児童の自己有用感を高められるよう， 

児童相互に認め合う場を数多く設け 

るとともに，担任が認め励ます指導に 

努める。【A５①再掲】 

②教育相談，アンケート，Q－U調査など

の結果を活用し，不適応傾向のある児

童の早期発見，不登校の兆候や傾向の

児童に関わる校内全体の情報共有を

図る。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ９６．７％ 

・児童の肯定的回答が８５％を上回った。 

【次年度の方針】 

・次年度も引き続き，児童が互いに認め合う

場を意図的に設けたり，児童を励ます指導

を行ったりしながら児童の有用感を高めて

いく。 

・教職員で情報を共有しながら，不登校傾向

のある児童の早期発見，対応に努める。 

―６― 
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Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 90％以上 

 

 

①外国人児童について全校で共通理解

を図り，必要な支援やニーズを踏まえ

た支援を組織的に行う。 

②児童が，互いの国籍や文化の違い等認

め合い尊重しながら生活できるよう，

日常的な指導に努める。 

 

 
Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答   ９６．４％ 

・異なる国の文化の違いを認めあえるよう

うな支援を日常的に行ってきた。 

【次年度の方針】 

・外国人児童に対しても，個に応じた支援が

図れるよう組織的に取り組んでいく。 

・本年度の実践を継続し，児童が互いの国籍

や文化の違い等を認め合い，尊敬し合える

ような雰囲気づくりに努めていく。 

 

Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，活気があり，明

るく生き生きとした雰囲

気である。」 

における肯定的回答 

⇒児童・保護者 90％以上 

①日常的に児童の見取りを細かく行い 

児童一人一人の話をよく聞き，声を掛 

け，よいところを認め，伸ばす指導に

努める。 

②職員間で学習情報システムを利用し

た情報共有を含め，より報交換を密に 

し，職員全体で児童を称賛できる場を 

設定する。 

③「かみとオリンピック」に代わる，学 

年等を単位とした小イベントを企画

するなど，互いの学級を認め合う機会 

を設け，学校生活の活性化につなげ

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ８９．３％ 

保護者の肯定的回答   ９１．８％ 

・児童の肯定的回答が目標値を下回った。学

校規模でのイベントの縮小や中止，異学年

交流の減少などが原因と考えられる。 

・日常的な児童の見取りを丁寧に行い，職員

会議等で児童に関する情報交換を行った。 

・学習情報システム等を利用し，教師間で情

報を共有するとともに，良いところを認め

伸ばす指導に努めた。 

【次年度の方針】 

・児童の意欲的な取組を認め，称賛しなが

ら，児童会，各委員会を中心に放送による発

表を行うなど，児童主体の魅力ある活動を

推進していく。 

・活動が限られる中でも，放送や映像を積極

的に活用するなど工夫改善し，児童一人一

人が楽しいと思える活動を取り入れてい

く。 

・学習情報システム等を利用しての情報共

有をさらに充実させ，児童のよさを見取り，

認め，伸ばす積極的な児童指導を心がける。 

 

Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は分かり

やすく，一人一人に丁寧に

教えてくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児童 85％以上 

 

①漢字，計算，音読などを発達の段階 

に応じて取り入れ，基礎・基本の定 

着を図った上で，分かる授業のため 

の教材研究・授業研究に努め，自分 

の思いや考えを豊かに表現させなが 

ら，学び合う授業を展開する。 

②教師は授業の中でねらいの提示，友 

達の考えと自分の考えを比較し，さ 

らに学びを深める活動，振り返りの 

時間を設定し，学力向上を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ９５．２％ 

・家庭学習を通して，漢字，計算の基礎基本

の定着が図れてきた。 

・授業の中でねらいの掲示，振り返りの設定

などを通し，学力の向上を図ってきた。 

【次年度の方針】 

・朝の学習の時間に実施しているパワーア

ップタイムをより充実させ，思考力・活用力

の育成を図る。 

 

 

 

 

―７― 
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Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる教職員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 90％以上 

①「チーム上戸」の合言葉のもと，学校

の諸課題への対応や，学校行事の企

画，運営などに，教職員が相互に助け

合いながら協力して取り組むよう努

める。 

②学校目標及び本年度の努力点につい

ての共通理解を図り，「チーム上戸」と

して協働していくことで，同僚性を高

められるようにする。 
Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答   ９６．４％ 

・目標値を達成することができた。 

・学校行事の持ち方や感染予防対策を始め

とする学校の諸課題について，企画委員会

や職員会議，打合せ等で共通理解を図り，取

り組むことができた。 

【次年度の方針】 

・学校内おいて好ましい人間関係の醸成を

図ることで，気軽に相談し，助け合える雰囲

気づくりに努める。 

・校内のＯＪＴを促進し，教職員の専門性を

発揮する場を設けるなど，「チーム上戸」と

して協力して業務に取り組むことで，教職

員の資質の向上を目指す。 

 

 

 

Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，教職員の勤務時

間を意識して，業務の効率

化に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 80％以上 

①教職員の負担軽減に向け学校の組織

運営の改善や，各種行事等の精選を行

う。 

②学習情報システムをはじめとした各

種システムを効果的に活用し，業務を

効率的に進める。 

③年間行事計画に「リフレッシュウィー 

ク」を位置付けることで，勤務 時間 

を意識した業務の効率的な実施や計

画的な処理を進められるようにする。 Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答   １００％ 

・昨年度よりも肯定率が 17.9 ポイント上が

り，肯定率 100％を達成することができた。 

・ミライム掲示板の活用により打合せ時間

の短縮を図るなど，負担軽減に努めること

ができた。 

【次年度の方針】 

・各種行事等については，本年度の実施状況

をもとに，内容の改善や行事の精選に努め

る。 

・ポータルサイトを利用した職員会議資料

のペーパーレス化など，各種システムの活

用により，更なる業務の効率化に取り組む。 

・職員退勤時刻にメロディーチャイムを鳴

らすことで，勤務時間を意識した業務の取

組と定時退勤への意識化を図る。 

 

 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，小学校と中学校

が連携した「小中一貫教

育・地域学校園」の取組を

行っている。 

における肯定的回答 

⇒教職員・保護者 85％以上 

  

 

①星が丘地域学校園ビジョンに基づき，

自己有用感を高める取組を重点とし

て小中一貫教育・地域学校園を推進す

る。 

②乗り入れ授業，６年生の進学先中学

校訪問等を，目的を明確にして効果

的に実施する。 

③地域学校園事務室や，学校一人配置職

員の分科会を通して，学校園内の相互

支援体制を充実する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答   ９６．４％ 

保護者の肯定的回答   ８５．３％ 

【次年度の方針】 

・小中９か年に渡り，児童生徒が情報活用能

力を向上させられるように支援する。 

・９年間を見通した生活習慣の確立をテー

マに健康教育を推進する。 

・「個人の伸長」と「思いやり・親切・感謝」

に重点を置く。 

・褒めて認める機会を増やし，積極的に称賛

することで，児童生徒の自己肯定感や自己

存在感の高揚と健全育成に努める。 

 

―８― 
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Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，家庭・地域・企

業と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者・地域住民 85％以

上 

①地域協議会や地域コーディネーター

と連携を図り，地域の人材や施設等の

教育力を生かした学習を充実させ，豊

かな体験活動や居場所づくりを展開

する。 

②家庭や地域社会との連携による教育

活動を実施することで，よりよい生活

習慣の育成や効果的な学習活動の展

開を目指す。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答   ８９．２％ 

地域住民の肯定的回答   １００％ 

・保護者，地域共に，目標値を達成すること

ができた。 

【次年度の方針】 

・次年度は，児童と関わる学校支援ボランテ

ィアの活用は行わない方針だが，学校側の

窓口となる教員を決め，各ボランティアの

方々との連携が途切れないよう留意する。 

・社会科・生活科・総合的な学習の時間を中

心に，児童の課題解決の方策として，地域教

材や人材を広く求めることで，より深い追

究活動を目指す。 

・各種便りやホームページ等を活用し家庭

や地域への情報発信を積極的に行うこと

で，学校教育目標や教育活動への理解と協

力を仰ぐ。 

 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

学校は，家庭・地域・企業

と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図

っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者・地域住民 85％以

上 

①地域協議会や地域コーディネーター 

と連携を図り，地域の人材や施設等 

の教育力を生かした学習を充実させ 

豊かな体験活動や居場所づくりを展 

開する。＜再掲Ａ22①＞ 

②「お礼の手紙」などを通して，ご協力

いただいた方々への感謝の気持ちを

表すことで，地域を愛する気持ちを育

てる。 

③宮っ子ステーション「かみタマ」「上戸

クラブ」との連携を図り，児童の放課

後の多様な体験活動，居場所づくりに

努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答   ８９．２％ 

地域住民の肯定的回答   １００％ 

・保護者，地域共に，目標値を達成すること

ができた。 

・「かみタマ」や「上戸クラブ」の職員の皆

様のご努力により，放課後の様々な体験活

動や居場所づくりが充実され，児童が安心

して生活することができた。 

【次年度の方針】 

・地域の方への挨拶の励行や，感謝の気持ち

の醸成などを通して，地域・家庭・学校が連

携し，地域を愛する心や豊かな心の育成に

努める。 

 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の安

全に配慮した環境づくり

に努めている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 85％・保護者 80％

地域住民 80％以上 

①毎月，各教室，特別教室，廊下，体 

育館等を，チェック項目に基づく安 

全点検を実施し， 危険個所について 

は迅速な改善や修繕に努める。 

②危機管理マニュアルを整備するとと 

もに，避難訓練や引き渡し訓練等を 

通して，火事，地震，竜巻，不審者 

侵入等の不測の事態への備えを万全 

にする。 

③コロナウィルス感染症予防対策，熱 

中症対策予防対策，インフルエンザ 

蔓延予防対策など，年間を通して保 

健指導管理に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答    １００％ 

保護者の肯定的回答   ９２．０％ 

地域住民の肯定的回答  ９５．２％ 

・安全点検で確認された修繕箇所について

は迅速に対応することで，児童の安全確保

に努めた。 

・「コロナ感染症対策マニュアル」に基づき，

マスク着用や体温の測定，消毒，換気等，全

職員で予防対策にあたった。 

【次年度の方針】 

・災害時の具体的な場面を想定した引き渡

し訓練を行うことで，災害時の児童の安全

確保に備える。 

・本年度に引き続き，新型コロナ感染症への

予防対策の徹底を図る。 

―９― 



Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児童・教職員 80％以上 

①児童がコンピューターや情報通信ネ 

ットワークなどの情報手段に親しみ， 

適切に活用する能力を育成できるよ

う，授業において積極的にＩＣＴ機器

を活用する。 

         【Ａ１０①再掲】 

②各学年のその時期の授業内容との関 

連に配慮した教育図書の整備充実等， 

学校図書館の環境整備に努める。 

         【Ａ１０②再掲】 

③図書だよりの発行を通して児童の読 

書意欲を喚起する。  

【Ａ１０③再掲】 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ８６．４％ 

教職員の肯定的回答   ９６．４％ 

・各教科等の調べ学習にＰＣや情報通信ネ

ットワークを取り入れたことで，活用する

力が身に付いてきた。 

・司書と連携し，各学年の単元に見合った図

書を揃えることで，学習効果が上がった。 

【次年度の方針】 

・各教科や総合的な学習の時間の調べ学習

やまとめにＩＣＴ機器の活用の充実を図っ

ていく。 

・司書教諭と連携し，各学年のその時期の授

業内容との関連に配慮した教育図書の充実

に引き続き努めていく。 

 

 
本

校
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特

色

・
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Ｂ３ 教職員は，児童のよ

さや努力を認め励ま

す指導をおこなって

いる。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「先生は，自分のよいとこ

ろを見つけて，ほめてくれ

る。」 

における肯定的回答 

⇒児童・保護者 90％以上 

  

①児童の自己有用感を高められるよう 

児童相互に認め合う場を数多く設け

るとともに，担任も認め励ます機会

を設け，指導に努める。 

 

②機会を積極的に捉えて，児童のよさや

児童が努力したことを保護者に伝え

るように努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ９６．１％ 

保護者の肯定的回答   ８４．１％ 

・保護者の肯定的回答は目標値を下回った。 

・コロナ禍で，保護者と直接話す機会が減っ

てしまったことが要因と考えられる。 

【次年度の方針】 

・スタンダードダイアリーや各種便り，ホー

ムページ等を有効活用し，児童のがんばり

を積極的に保護者に伝えていく。 

 

Ｂ４ 学校は保護者と連

携して家庭学習を進

めている。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，毎日宿題などの

家庭学習に取り組んでい

る」 

における肯定的回答 

⇒児童・教職員・保護者の肯定的回答 90％以上 

 

①「家庭学習の手引き」に基づき，家庭

学習の捉え方について保護者及び児

童に周知徹底を図り，各自が計画を立

てて家庭学習に取り組めるように支

援するとともに，保護者の理解・協力

を得て，家庭学習の習慣化を図る。 

②児童の提出した家庭学習の課題やノ

ートによく目を通し，一人一人の学習

状況や内容に応じて個別指導を行い，

認め励ますことで意欲づけを図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答    ９３．４％ 

教職員の肯定的回答    １００％ 

保護者の肯定的回答   ９４．１％ 

・「家庭学習の手引き」に基づき，家庭学習

の捉え方について保護者及び児童に周知徹

底が図られ，習慣化された。 

【次年度の方針】 

・具体的な家庭学習の取り組み方，進め方に

ついてより効果的かつ効率的な方法につい

て示し，継続して取り組めるようにする。 

 

 

 

Ｂ５ 学校は家庭と協力

して読書活動を推進

している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「学校は家庭と連携して

読書活動を行っている」 

における肯定的回答 

⇒教職員・保護者 85％以上 

①地域学校園推薦図書（スター文庫）の 

設定・推奨，今月のお勧め図書の展示，

読書週間での様々な企画等を通して，

読書活動を推進する。 

②家庭の理解と協力を呼びかけながら，

家庭読書の日等の実践を通して，家庭

読書の充実を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答    １００％ 

保護者の肯定的回答   ６６．７％ 

・保護者の肯定的回答は大きく下回った。 

・図書室前の展示の充実等で児童の読書意

欲を喚起したが，コロナ禍で，「家庭読書の

日」が実施できなかった。 

【次年度の方針】 

・「家庭読書の日」を設けるほか，「家庭読書

チャレンジ」を実施することで，家庭読書の

充実と読書習慣の定着化を図る。 
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〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

《学校運営面》 

・コロナ禍の中で，地域への情報発信の手段としてホームページなどを活用してきた。臨時休業期間中には，「とちぎの学び

サポート講座『テレビスクール とちぎ』〔栃木県総合教育センター〕」や「自由選択課題 配信教材一覧【附属小】」へのリン

クを張り，保護者の閲覧数も増えたが，「活動紹介」に関しては学年によって情報量に差はみられた。さらに，学校の取組に

対する理解度が増えるよう創意工夫することが必要と考える。 

・2021 年度からのＧＩＧＡスクール実施に向け，教職員の研修や諸準備を積極的に進めていく必要がある。 

・若手教員が多数を占める本校の現状を鑑み，ミドルリーダーを若手のサポートとして校務分掌に配置するなど，人材育成

を基盤とする授業力向上や学級経営力向上を推進していく必要がある。 

《児童指導面》 

・問題行動やいじめ，不登校に全校体制で取り組むなど，児童の心に寄り添う体制の維持に努めていく。 

・目上の人に対する敬意や思いやりの心が育つよう，行事の中で上級生の活躍の場を積極的に設けていく。 

《体力・健康面》 

○コロナ禍による外出自粛の影響で，児童の視力低下を防ぐことは，星が丘地域学校園共通の重要な健康課題である。引き

続き，目の健康に関する健康指導を学校全体で進めていく。 

○反復横跳び・立ち幅跳び・５０ｍ走・２０ｍシャトルラン・ソフトボール投げの５種目に課題があり，県平均を下回って

いる。準備運動の中に「課題となる動き」を取り入れるなど，星が丘地域学校園と連携し，発達の段階に応じたよりよい方

法を引き続き実践・検討していく。 

《学習指導面》 

〇「宿題も家庭学習に含まれることを保護者に周知徹底し，最低限の学習から，個々の事情に合わせて取組を広げることが

できることを呼びかけてきた。今後も取組例を積極的に紹介し，家庭学習の習慣化を図りたい。 

○児童の学びに向かう意欲を高めるため，「課題の明確化」と「学習の振り返り」に着目した授業展開に引き続き努める。 

７ 学校関係者評価 

《学校運営面》 

・肯定的回答の割合が教職員と児童生徒の間で 10 ポイント以上違う項目が散見されるので，肯定的回答の割合が低かった項

目だけでなく，先生・児童間で認識が大きく異なった項目についても原因を探り，差を埋めていく方策を考慮してはどう

か。地域住民としては，A22「地域の教育力を生かした特色ある教育活動」・A23「家庭・地域・企業等と連携・協力した，よ

りよい児童の育成」の面で，学校からの要望に応じて積極的に協力していきたい。 

《児童指導面》 

・A12「持続可能な社会（ＥＳＤ）」については難しく捉えることなく，ごみ問題や防災など身近な問題をきっかけにして指

導できるようになるといいと思う。 

・学校内において節目・節目で交通事故の防止や不審者に関する対応（いかのおすし等）について，下校時などの話をして

もらいたい。 

《体力・健康面》 

・コロナ禍の状況で，子どもたちが公園で体を動かす機会はさらに減っている。運動に慣れ親しむ機会は，学校かスポーツ

少年団，スポーツクラブくらいではないかと思う。学校行事で運動用具を使う機会を増やすなどの工夫があるとよいかも知

れない。 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・学校教育活動への理解が深まるよう，家庭や地域に，より積極的に情報を発信することに努めていく。 

・教育相談週間はもちろんのこと，通年で相談ポストを活用し，相談しやすい教職員を指名して相談できるシステムを継続し

ていく。子どもの悩みを早期発見し，早期対応・解決ができるよう，引き続き取り組んでいく。いじめ未然防止として道徳，

学級活動などの授業で人権教育・道徳教育の取り扱いを継続していく。 

・児童が，個人の能力に応じて進んで運動できるよう様々な機会の工夫・充実を図る。運動能力向上に向けて，教科体育時の

準備運動の中に，日常的な運動経験の機会を位置づける。 

・「宇都宮の歌」を清掃活動の時間帯に流すなど，身近に耳にする機会を設けてきたことで親しみのある歌となってきている。 

・授業の冒頭には前時の振り返り，授業の終末には本時の学習内容の振り返りを全学級で徹底し，児童一人一人が狙いを明確

に認識して授業に取り組める体制を築いていく。ホワイトボード等を活用した意見交換など，グループ学習に代わる活動形態

を工夫しながら，考える習慣を身に付けさせる。 
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